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　また個人でできる配慮行動の下には、さらに重点目標として「資

源」「エネルギ-」「水」の3つを取り上げ、より一層の行動を促してい

ます。

　地球温暖化を始めとする地球環境問題や、ごみ問題・生活排水問題等の都市・生活型公害等、近年様々な環境問題がクローズアップされていますが、これらの問

題の特徴のひとつとして、その問題の原因が特定の工場等だけでなく、私たちの日常の行動や生活と密接に結びついていることがあげられます。

　本手引書では、次のような目標の体系にそつて行動事例を紹介

することとしました(「環境にやさしい暮らしに向けて」の編参照)。

　次に実際の行動場面を「自然や環境について知ること」「個人で

できる配慮行動を実践すること」「近隣が協力して地域社会で配慮

行動を行うこと」の3つのステップからとらえ、ステツプことに行動目標を

あげています。

　まず行動理念としては、「宮城の環境」及び「地球環境」を守るこ

ととしました。

　そのためこれらの問題解決の但い手として、私たちー人ひとりが地球市民であるとの認識にたって、できるだけ環境に負担をかけない「環境にやさしいライフスタイル」を

心掛けることが必要とされています。

　具体的なライフスタイルの事例を示したものとしては、「地球を守る××の方法」等の市販本が何種類も発行されていますが、宮城県では、県民の配慮行動について

の目標を掲げるとともに(次頁参照)、それに即してより県民生活を反映した行動事例を紹介し、多くの人に実践してもらうことを期待して本手引書を作成しました。

　行動事例には県内で実際に行われている活動を取り上げたり、行動の効果試算の際もなるべく県内のデータを用いるなど身近な内容となるよう工夫をしています。

なお本手引書は、地域のリーダーが活動の際に参考にできることも期持してまとめました。
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ステップ3 行動の輪を広げ、みんなで協力しよう
1194

意義：
1195

1196
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1198

行動のポイント：行動する際には、以下のことに注意しましょう。 ・保全活動は、地域の生活の場で無理なく行えるものに取り組む
1199

・行事の際には周辺の自然や歴史的遺産等、地域の個性を生かす
1200

・子供からお年寄りまで、できるだけ幅広い年代の人が参加する
1201

・地域の人どうしで、その行事や活動について話題にする
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1211

［都市ではみんなでこんなことやろう]
1212

1213
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　例えば、近隣の公園の草取りや花木の手入れ等の管理・清掃、側溝の清掃、道路沿いの空き缶拾いや花木の植樹等が考えられます。
1216

　また町内会や子供会等のシステムを利用しての廃品回収、募金活動・署名活動への参加協力等も比較的取り組みやすいものと思われます。
1217

1218

1219

[農山漁村ではみんなでこんなことやろう]
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1234

1235
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1238

配慮行動具体例
1239

ｱｸｼｮﾝ１　自然の行事を生かした地域の行事を行う
1240

【行動内容・方法】
1241

・収穫祭や農水産物関連行事等を通じて、自然の恵みに感謝します。
1242

・近くの水環境を利用しての川下りや遠泳大会等も、楽しい自然とのふれあいの場となります。
1243

・雪まつり、夏まつり等、季節を生かした行事を大切にします。
1244

【県内の行動事例】
1245

◆雪んこまつり(秋保町)
1246

1247

1248

ｱｸｼｮﾝ2　歴史的環境を保全・維持する
1249

【行動内容・方法】
1250

・街並み、土壁、民家等の保全をします。
1251

・史跡や古墳等の保全を行います。
1252

・建物の保全と合せて、伝統文化の継承にも努めます。
1253

【県内の行動事例】
1254

◆まちなみ保存(登米町)
1255

1256

　農山漁村では、まず生産活動を通じての環境保全に目を向けた

いものです。例えば稲作農家と酪農家による稲わらと堆肥の交換

は、それ自体環境保全を意識しての行動ではないでしようが、互い

に不用なものを捨てずに交換して利用していくといった意味では、充

ガに環境保全行動です。

　秋保の雪に翔べ子供たちをメインテーマに行われる雪まつりで、雪像コンテスト、ソリすべり、雪玉的当て、スキーマラソン他、雪を最大に活用し、子供たちが遊べる場

の提供として行っています。この雪まつりも前夜祭、本祭、野尻寄席等があり、約2,000人の動員数で、地域に根ざした祭として定着しています。

　昔、都市の人のし尿と農産物を交換するといった時代には、人間

活動による生産から廃棄も一つの輪となり循環しており無駄なもの

は何もなかったということです。また水田の用水路や入会地の管理、

共同での環境にやさしい農業の促進等にも積極的に取り組みましょ

う。
　また地域の自然や歴史的遺産を活用して、地域独特の文化を

継承していきましょう。例えば舟下り等の川を活かした催し物や雪祭

等の季節の祭、その他古くからの家並等を保存していく街並み保存

といったものが考えられます。さらにほたるや白鳥等の野生生物の生

息環境の保全にもみんなで対応していきましょう。

　登米町は、国の重要文化財｢旧登米高等尋常小学校校舎」を代表とする明治の建築物や武家屋敷、蔵造り商家等の町並みが今なお残る｢みやぎの明治村」と

もいえる所で、この貴重な文化遺産を次の世代に引き継ぐための保存整備が進められています。また、とよま能や神楽等の伝統芸能を末長く継承するための伝承館を

整備し、学習や観光資源として活用していくことも考えられています。

　売り買いを通じて話しも弾み、また新たな活動の輪が広まる可能性もあります。さらに公民館等の地域の公共施設を利用して、牛乳パックを利用したはがきづくりや

草花の汁を利用しての染色等、再生品や自然の産物を活かしての手作り品の製作等を行う工房・クラフト教室等を開催してみるのも一案です。楽しい作業を通じ

て、環境問題について目を向けるきっかけなりえます。

個人単位で行動しているだけでは環境をよくするにも眼界があります。地域の人々や同じ志を持つ人達と共同して行えば、より効果的であり楽しく行うことができます。

　またみんなでー体となって環境保全活動に取り組むことは、環境保全を重視する価値観や行動を徐々に地域社会へ浸透させるきっかけともなります。地域で行動す

ることにより、環境への配慮が日常生活の中に溶け込んだ「環境にやさしい」文化が育まれていきます。

　さらに環境保全活動以外にも、特に農山漁村においては、自然風土や歴史的空間・文化等の地域個性を活かして様々な行事や共同作業を行っていくことが非常

に重要です。豊かな地域文化を積極的に継承していくことは、ふるさとに対する愛着やふるさとを大切にする心を育て、自然風土と共存する真に豊かな生き方・暮し

方・地域づくりを理解し実践する人を育てることにつながっていきます。

　廃品回収のように、回収業者が近くにいて、そこに頼めばあとにはリ

サイクルルートにのせられる、というようなものは比較的簡単で継続

性も期待できますが、行政の援助もなく一からしくみを作っていくので

は、住民への負担が大きく長続きしません。皆が無理なく行え、定

着できるものから取り組みましょう。

　また地域活動は地域文化のーつであることから、周辺の自然や歴

史的遺産等を上手に活かして独自の活動になるよう工夫しましょ

う。

　また都市、特に新興住宅地のようなところにおいては、自然環境や歴史的遺産を活かすということは考えにくい反面、歴史が浅いため新しい雰囲気づくり、文化づくり

という点では比較的やりやすいという長所もあります。公園や空き地を利用して、引き出物や子供の着られなくなった服等各家庭からの不用品を持ち寄ってお互いに安

値で売買するフリ－マ－ケット等を定期的に催してみてはどうでしょう。

　都市においては、地域の連帯感という点が希薄になりがちなので、

まず「共同で」環境保全活動を行っていくという事に力を入れたいも

のです。
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ｱｸｼｮﾝ3　自然環境を保全・維持する
1258

【行動内容・方法】
1259

・水辺の保全や、魚の放流等を行います。
1260

・山村であれば、森や林の保全をします。
1261

・ほたるや白鳥等、野生生物の生息環境を保全します。
1262

【県内の行動事例】
1263

◆ほたるの保護(すばらしい東和をつくる協議会)
1264

1265

◆森や林の保全(みどりの少年団)
1266

1267

1268

1269

1270

1271

ｱｸｼｮﾝ4　生活環境を保全め維持する
1272

【行動内容・方法】
1273

・側溝、道路、公園等の清掃や除草・除雪等を協力して行います。
1274

・家の周辺や道路沿いに木や花を植えたりします。
1275

【県内の行動事例】
1276

1277

1278

1279

1280

1281

ｱｸｼｮﾝ５　共同で行う自然の体験をする
1282

【行動内容・方法】
1283

・田植え、山菜取り、いも堀等を体験しましょう。
1284

・野鳥観察やハイキング等、みんなで自然の中で遊びましょう。
1285

【県内の行動事例】
1286

1287

1288

1289

ｱｸｼｮﾝ６　省資源を実践する
1290

【行動内容・方法】
1291

・古紙、びん、缶、牛乳パック等の集団回収をしましょう。
1292

・不用品を持ち寄ってのりサイクルを行いましょう。
1293

・農村等では、稲わら交換等も考えられます。
1294

・公園清掃等でせん定した枝木は、ゴミにしないで土に返しましょう。
1295

【県内の行動事例】
1296

1297

1298

ｱｸｼｮﾝ７　自然エネルギーを共同利用する
1299

【行動内容・方法】
1300

・街路灯等への太陽電池、共同給水等への太陽熱の利用等が考えられます。
1301

・共同浴場等への温泉水の利用等もよいでしょう。
1302

・雨や雪等も活用しましょう。
1303

【県内の行動事例】
1304

1305

1306

1307

◆花いっぱい運動(鹿島台駅前連合長寿会)鹿島台駅前連合長寿会では、主に鹿島台駅、鹿島台国保病院、派出所、公民館等の公共施設の花壇づくりや道

路沿いの花づくりを行っています。特に駅のホームは四季折々の花で飾られ、乗降客に潤いを与えています。育苗・植栽の量は10,000本にもなるため、越冬の際の防

寒をはじめ苦労することも多いようですが、活動はお年寄りの生きがいとなっています。

◆空き缶拾い(仙台市河川愛護会、松島高校)仙台市河川愛護会は、定期的に河川清掃、及び監視巡回を行っています。河川清掃によるゴミのうち、空き缶、空

きビンについては、専用の指定袋で回収し、資源物としてリサイクルに積極的に取り組んでいます。また松島高校では、生徒5～9人が1グル－プとなり、空き缶やその他

のゴミ拾いをしながら町内約14キロのコースを歩く「歩け歩け大会」を実施して、学校及び松島周辺の環境美化活動を行っています。

◆小学生のトムソーヤ体験塾(色麻町)色麻町公民館では、町内の小学校3～6年生を対象に「トムソ－ヤ体験塾」を開講しています。地元の子供たちに、体験を

通して大自然を肌で感じることにより、自分が住むふるさと色麻を再発見して、その中でたくさんの友達との交流をもってもらうのが目的です。

塩竃の海での地引網体験やのり作り体験をはじめ、熱気球に乗って大空への夢をはせたり、アメリカンスク－ルの生徒とりんご狩りやいも煮会を通して国際交流を図っ

たり、また、手作りのイカダによるふるさとの川体験や恒例の大凧作りや手打ちそば作りと楽しい活動を年間を通じて行っています。．

◆雨水利用(宮城県)宮城県庁の行政庁舎では、雨水をタンクにため、その水をトイレの洗浄水、空気調節装置のクリーリングタワ－冷却水に利用しています。また、

県庁舎内の場内散水にも利用しています。

◆牛乳パックの回収(角田市、気仙沼市地域婦人会連絡協議会)角田市では、平成3年11月から牛乳パックの回収を始めました。市民が気軽に持込めるように回

収箱を公民館やスーパーに設置し、市民の協力を呼びかけています。気仙沼市地域婦人会連絡協議会では、傘下の各地域婦人会ごとに牛乳パックと空き缶を回

収しています。スーパーの店頭に回収箱を設置し、一般市民の回収を毎日受け付け、毎月20日には各地域婦人会ごとに回収品を集めて資源再生業音に売却して

◆太陽エネルギーの利用(白石市、東北電力)白石市中央公民館ではソーラ－システムを利用しています。これは屋上の太陽集熱蓋(ブルーバネル292枚)で集めた

太陽熱を工ネルギ－としているもので、集熱された温水は一旦補助蓄熱槽に取入れられ、それから主蓄熱槽に蓄熱されて、冷房・暖房・給湯に利用されています。

　またソーラーシステムは太陽熱エネルギーを利用して水を温める装置ですが、太陽光を使って電気をつくる太陽光発電に東北電力では取組んでいます。まだ実用化

にむけての研究段階で、仙台北営業所等の屋上を利用して試験中です。実際に利用できるエネルギーは日照時間や転機で変化しますが、東北の場合平均で1日あ

たり3.3～3.9kwh/10ｍ3程度で、1kwのエアコンを3～4時間使える計算になります。

◆温泉廃湯による道路の融雪(鳴子町)鳴子町内の進路では、道路側溝を流れる温泉の廃湯を道路の融雪に利用しています。これは道路敷地にパイプを埋設し、

それに廃湯等を流し、その熱源により消雪を図るものです。県道鳴子停車場線では約700ｍに設置されています。

　県内には、自然に親しみ、自然を守り育て、自然を愛する豊かな人間性を育てる少年少女のグループ「みどりの少年団」が各地に組織されています。主に小学4年

生から中学生を対象としたこの組織は、自然保護精神のかん養・自然に関する知識の修得・動植物生態の観察等の学習活動や、山火事防止や植物等の保護へ

の協力・植樹の協力・環境緑化や美化整備への協力等の奉仕活動等、年間を通じて幅広い活動を行っています。

　このうち、岩出山町みどりの少年団は、年間の各種行事の中で植樹や植林地の下草刈等のみとりの保全に活躍しています。また気仙沼市落合小学校みどりの少

年団からは、「田植えおどり」等の地域文化継承の場への参加を通じて地域の人々と楽しく交流している様子や、公園整備や植樹を通じて子供たらが自然に対する

関心を深めていく様子が報告されています。

・伊豆沼・内沼のマコモの植栽(新田小、新田中、畑岡小)伊豆沼・内沼サンクチュアリセンターでは、地元の新田小、新田中、畑岡小の児童・生徒の協力により、毎

年5～6月に白鳥の天然のエサとなるマコモの植栽を行っいます。平成5年度は仙台市の中野小学校の応援を得、また、大岡小学校の応援によるレンコンの種まきも

実施して、総勢300名のお手伝いとなりました。植栽した面積は1.8haで、現在順調に生育しています。

また、地域の住民によるマコモ植栽のほか、年2回のクリーンキャンペ－ンを実施しています。毎回1,000人前後の参加を得て、沼周辺のゴミ拾いを行っています。

◆道路清掃(中田町道路愛護連合会、鳴子町、水梨小学校)県内の市町村には各種の道路愛護団体があり、道路愛護運動を行っています。例えば、中田町道

路愛護連合会では町内の行政区ことに毎月道路の側溝清掃や草刈り・ごみ拾い等を行っています。

作業した道路の総延長は年間で500kmにも及んでいます。また鳴子町では、町民総参加の下毎年2回町内クリーン大作戦を実施する等しています。気仙沼市の

水梨小学校では、毎月1回工曜日の下校時に道路清掃(空き缶、空きびん、ごみなどの回収)を行ってます。

東和町内の米川9区は、国指定天然記念物の源氏ボタルの生息地です。子供から地区民一体となって愛護活動に取り組み、ほたるの乱舞する7月初めには、地区

のー大イベントとして「ほたる祭」を開催しています。
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資料１　自然とふれあう施設の紹介 ←(注)現在では､廃止・名称変更･震災流出などの施設があります！

1.宮城県気仙沼水産試験瘍(気仙沼市字波路上内沼119)魚介類や海藻などの養殖栽培技術の改良試験を行っている。

2.東北大学農学部附属水産実験所(女川町小乗浜字向15)魚類の生態等について研究している。

3.宮喊県栽培漁業センター(牡鹿町大字谷川浜字前田22)魚の稚魚､貝類の稚貝､海草の種苗などを育てている。

4.おしかホエールランド(牡鹿町大字鮎川浜字南61) 捕鯨の歴史､鯨類に関する学術的な資料を展示している。

5.宮城県水産研究開発センター(石巻市渡波字袖ノ浜97-6)魚介類の増殖､養殖技術の研究や環境､漁況､漁場などの研究を行っている｡

6.世界谷地原生花園(栗駒町) 湿性植物群落､特にニッコウキスゲがすばらしい。

7.鬼首地熱発電所ＰＲ館(鳴子町鬼首字荒雄岳2-5)

8.細倉マインパーク(鴬沢町字南郷柳沢2-3) 鉱山の坑道を利用して細倉鉱山の歴史などについて紹介している。

9.林業館(鳴子町鬼首字本宮原23) 林業の歴史や樹木標本､資料などを展示している。

10.潟沼遊歩道(鳴子町潟沼周辺) 潟沼は酸性度の強い湖沼で生物があまりすめない。

11.宮城県畜産試験場(岩出山町南沢字樋渡1) 家畜の飼育研究や改良を行っている。特に肉牛の改良に力をいれている。

12.宮城県林業試験場(大衡村大衡字楓木14) 林木の育種研究､病害研究のほか､良い苗木を生産している。

13.宮城県内水面水産試験場(大和町舌田字旗坂地内) イワナ､ヤマメ､ニジマスなど淡水魚の稚魚の生産や調査研究を行っている｡

14.県民の森(利府町神谷沢字菅野沢41)

15.昭和万葉の森(大衡村大衡字平林117)

16.仙台市こども宇宙館(仙台市泉区七北田字二本柳104)星や地球誕生についての解説展示､アストロビション､プラネタリウムがある｡

昭和37年に建設が始まり､完成まで13年かかる。地下のマグマで熱せられた地下水から出る蒸

気で発電機を動かし発電している。

万葉集に出ている植物を中心に民芸品の材料になる樹木､湿地の植物が栽培され､自然科学

の学習の場としても利用される。

樹木の見本園があり森林の働きを自然にふれながら勉強できる施設で､青少年の森もあ
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資料２　市民農園の紹介 ←(注)現在では､廃止・名称変更･合併などの施設があります！

1.白石市民農園 (問い合せ先：白石市) 8.大郷町ふれあい農園 (問い合せ先：大郷町)
2.大河原町家庭レジャー菜園 (問い合せ先：大川原町) 9.JA古川市ふれあい農園 (問い合せ先：古川農協)
3.太陽と縁のフレンドリー農園 (問い合せ先：柴田町) 10.南谷地健康農園 (問い合せ先：三本木農協)
4.名取市農協市民農園 (問い合せ先：名取農協) 11.家庭菜園 (問い合せ先：鹿島台町)
5.松扁町健康農園 (問い合せ先：松島町) 12.矢本町民農園 (問い合せ先：矢本町)
6.利府レッシュ・ファーム農園 (問い合せ先：利府町) 13.河南町市民農園 (問い合せ先：鹿又農協)
7.七ツ森ふれあい農園 (問い含せ先：大和町)

資料３　行政の環境関連部局の紹介 ←(注)現在では､廃止・名称変更･合併などがありますので最新版の環境白書資料編を参照ください！

資料4　エコタウンチェックシート

◆◆◆シートの使用方法◆◆◆ 県平均は68点なので比較してみて下さい

(もし､(1)～(6)で全て1に○がついた場合は､市街地得点は100になるようになっています。(7)～(8)､(9)～(10)､(11)も同様です)。さらに周辺環境の100

点満点における得点を算出するために､4得点にそれぞれ､0.105､0.376､0.042､0.478をかけてから4つを合計し､周辺環境の総合得点を出します。(4得点

にかけた値は県土における市街地､森林､水面､動物に関する土地利用の割合なので､もし､市街地､森林､水面､動物の各得点が100点なら､総合得点も

100点になるようになっています)。

　次ページの「エコタウンチェックシート」は､あなたの住んでいる周辺の環境がどの程度自然に配慮し､また自然を活かしているを点検するためのものです｡地域環

境を観察する視点の例としても参考にして下さい｡

　1点検項目は｢まちなみ､家並のようす｣をはじめとずる11項目です。各項目とも､1が最も自然度が高く､以下徐々に低くなるように並んでいます。周辺の様子

をよく観察したうえで､それぞれの項目ごとに1～4または5からあてはまる内容を選んで○を付け､その内容の得点を右の得点欄に書き出してさらに(1)～(6)､(7)

～(8)､(9)～(10)､(11)の合計点を出して下さい。

２　この合計点がそれぞれ市街地､森林､水面､動物の100点満点中の得点となります
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資料５

◆◆◆シートの使用方法◆◆◆

1.　家族みんなで話し合いながら行って下さい。

6.　その他､以下のことに注意して下さい。

・おむつ､乾燥機､車､エアコン､水洗トイレ等､ご家庭にない､またはあてはまらない場合については､｢いつもしている｣に○を付けて下さい。

・アクション34｢建物を断熱構造化する｣は､｢している｣｢していない｣の2段階でお答え下さい。

・アクション35｢太陽熱を利用した給湯を行う｣は､｢｣している｣｢していない｣の2段階でお答え下さい。

・アクション37｢トイレの流水量を減らず｣は､タンクにビンを｢いれている｣｢いれていない｣の2段階でお答え下さい。

・アクション33｢大気浄化能力を持つ木を植える｣は､66ページを参照して該当する木を3本植えているなら｢いつもしている｣､2本なら｢できるだけしている｣､1本なら｢あまり

していない｣と読み替えてお答えください｡

3.　46の行動についてチェックが済んだら次に｢いつもしている｣～｢全くしていない｣のそれぞれごとに｢森林｣～｢水質｣の縦の合計得点を出して下さい｡さらに､｢いつもしてい

る｣～｢全くしていない｣の｢森林｣の欄だけを合計して､｢森林をまもる｣の得点欄に記入して下さい。以下｢温暖化｣～｢水質｣にても同様です｡
4.　以上の結果求められたと億点が､それそれ｢森林をまもる｣｢温暖化を防ぐ｣｢酸性雨を防ぐ｣｢水を大切にする｣｢ごみを減らす｣｢空気を汚さない｣｢水を汚さない｣の7つ

の項目ごとのあなたの得点ということになります。
5.　さらに､｢森林をまもる｣｢温暖化を防ぐ｣｢酸性雨を防ぐ｣の3つの項目については各得点に0．33をかけてから合計して､｢地球環境を守る｣についての得点を算出しま

す。同様に｢水を大切にする｣｢ごみを減らす｣｢空気を汚さない｣｢水を汚さない｣については､それぞれの得点に0.25をかけで合計して､｢地域環境を守る｣についての同点を

・アクション14｢白熱灯を蛍光灯に替える｣は､家中の電燈が｢全部蛍光灯である｣｢ほとんどが蛍光灯である｣｢一部蛍光灯である｣｢全部白熱灯ある｣と読みかえて考えて

　｢エコライフチェックシート｣は､あなたのご家庭が日常どの程度環境に配慮して暮らしているかを点検するためのものです。各行動は｢環境にやさしい暮らしに向けて｣のステッ

ブ2で紹介した行動ですので､行動の方法など詳しいことはそちらを参考にして下さい。
　当シートは2つの点で工夫されています。まず｢熱帯雨林の滅少｣｢地球温暖化｣｢酸性雨｣｢水不足｣｢ごみの増大｣｢大気汚染｣｢水質汚濁｣の7つの環境間題を取り上

げ､各行動がどの環境問題の解決につながるかわかるよう工夫しています(ただし､紙については原料が必ずしも熱帯雨林産とは限らないので､実際には紙の使用削減が即

熱帯雨林の減少の解決につながるとは限りません)。
　また各行動の得点は､ステップ2で行動の効果を試算した結果を反映させていますので､効果の大きいものほど得点がより高く設定されています。そのため､例えぱ｢新聞を

回収業者に出す｣の｢あまりしていない｣の森林得点は25.4点なのに､｢DMの受取りを拒否する｣の｢いつもしている｣の森林得点が2.3点という場合もでてきます。
　これから意謀的に配慮行動を行おうと思っているご家庭は､ますこのシートを用いて実行以前の得点を求めておいて､配慮行動を実行し始めてから数ｹ月後､1年後の得

点と比較してみて下さい。得点の変化によりどの程度配慮の度合いが増したかがわかって､行動の励みとなります。また､｢一度チェックしたからもういい｣というのではなく､繰り

返し使用して､日々の行動を振返るきっかにして下さい。

2.　まずチェックシートにある行動ついて､｢行動の程度｣に対して｢いつもしている｣｢できるだけしている｣｢あまりしていない｣｢全くしていない｣の4段階からあてはまるものを選

び､そこの｢森林｣～｢水質｣の7つの得点全てに○をつける､または蛍光ペンで線を引く等して印をつけて下さい。ただし､｢森林｣は森材をまもる､｢温暖化｣は温暖化を防ぐ､
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